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【解題】
　
浅野太左衛門家旧蔵（現在、京都観世会浅野文庫所蔵）資料の中から、 『徒歌授受伝』全文と『能楽余録』の
一部を翻刻する。 『徒歌授受伝』の「徒歌」は、 「すうたい」と訓ずる。江戸期の京都は謡を業とする家々が各々謡講を催す活況にあり、その門弟たちは畿内はいうに及ばず、地方に謡の弟子を持ち、日本各地に謡文化を広めていっ
た（１）
。その中心になったのが、近代になって五軒家と総称された井上次郎右衛門家、林喜右衛門家、岩井七
郎右衛門家、園久兵衛家、浅野太左衛 家の五家である。謡の家であっ 五家は、江戸中期に福王流から観世流
六二
へと帰属していったが、当時の浅野家当主八代
栄よし
足たり
は、門人の鸚鵡竹苞源春行（佐々木竹苞楼主人）にこの経緯
をまとめさせ、春行没後の文政三年七月に自ら序文を付して『素謡世々之跡』を成した。　『素謡世々之跡』は、野々村戒三「京観世の由
来（２）
」
に、 「美濃判写本、紙数四十八枚」として紹介され、次いで
全文が『未刊随筆百種』第十三（米山堂、一九二八年）に翻刻された。野々村氏によ
れ（３）
ば
、底本は斎藤香村が某
所より借覧した写本であったと う。その後 西野春雄氏によって『日本庶民文化史料集成』第三巻（三一書房刊）に収められた際には、野々村氏によるペン書き写本を昭和十四年に田中允氏が騰写したペン書き写本が底本として用いられている。解題によれば原本の所在・存否は不明であり、西野氏に伺ったところ、翻刻時に使用された転写本の写真版も現在は残されていない由である。 『素謡世々之蹟』は、素謡の歴史を辿る際の重要な基本資料であるが、その資料性について 検証が必要であり、個々の記述 裏付ける資料の発掘が望まれるところであった。　
ここに紹介飜刻する二冊の内、 『徒歌授受伝』仮綴一冊（図版１・２）は、識語の類を持たないが、浅野家伝
来であることに加え、その内容か 、 『素謡世々之跡』作成の資料の一つと知られる一書である。 素謡世々之跡』 「表紙裏題簽
横（４）
」
には、
此書は、そのかみ徒歌といふ業の興来し事の
実アト
、また世に授受の沿革たるよし、徒歌者流はいふに及ばず、
凡て 業に志す
徒トモ
衆ガラ
の知では得あるまじき事どもを記たる書なり。徒歌授受の事実は凡て此書に尽た
り
（５）
とあり、 『素謡世々之跡』が徒歌（素謡）の起りと授受の沿革を記すものであることが示されてい が、 『徒歌授受伝』の書名はこれを端的に冠している。野々村氏は、 「徒歌授受伝」を「春行関係の遺著」 一つに挙げ、
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「 『素謡世々之蹟』の「姉妹編」として、それに闕けて居る所を補ふも
の（６）
」
とする。しかし、 『素謡世々之蹟』に
佐々木春行が付した識語には、
総ては、我師家に伝へたる徒歌授受伝といふ書を以て本文となし、其余の事実におきては、世々の記録、また諸家の説を細注して微論し、欠たるを補ひ、はた異説あるをば論へり。徒歌原始授受の事実は、すべて此書に尽たり。
とあり
、 「師家」である浅野太左衛門家が伝えていた「徒歌授
受伝といふ書」 、則ち本書
は『素謡世々之蹟』の依
拠資料と見られるものである。本書は野々村氏の論考にその一部が引用されたことはあるが、全体の翻刻は未だなされていない
。
　
今一書の『能楽余録』一冊は、その名が『素謡世々之跡』冒頭の浅野栄足序文に、次のように見えるものであ
る。
此書はしも、いにし年、能楽余録といふ書著すとて書きし中の、徒歌といふ業出来し始めのさだといへる一の条なるが、それの条かきつゞる 、さる伝ごと記シたる書、はたそれに附キたる書と云ふみら、何くれと集へ考しるすに 其が中 は、ことの混じなど有をも考正べく思ふが故に、それらの事繁き条をも、おつる事なく記もて行ク 思ふにも似ず紙の数いや増し 、あだし条とは事の条ことなるやうなれば、此一条ばぬきでて、かく別 とはなせる なむ。
右によれば、 『素謡世々之跡』は、浅野栄足が記した『能楽余録』の中の一条「徒歌といふ業出来し始めのさだ」に相当するという。この『能楽余録』は浅野家旧蔵資料中の紺表紙楮紙袋綴一冊『能楽余録』全六十一丁がこれ
六四
に該当しよう。本書の外題は、左肩白色外題箋に墨書で「能楽余論
　
完」の「論」を見せ消ちして、 「能楽余録」
とする（図３） 。本文第一丁オの第一行目「能楽余録
　
附言」も、 「能楽余論」の「論」を見せ消ちして「能楽余
録」 ５ 但し、内題と、全丁に付された柱書の「能楽余論」に訂正は入っていない（図７） 。なお、野々村氏は、 『素謡世々之蹟』の序文に見えている 」について、 「稿本と浄書本との二通り、浅野家に現存して居る」 （前掲論文）と記されているが その記述は訂正を要する。浅野家旧蔵資料の中には、同じく内題を「能楽余 別の一冊（外題『能楽余論』 （図８） ）が存するが、ここに翻刻する『能楽余録』と該書は、必ずしも「稿本と浄書本」 関係ではない。 『能楽余論』 （ ）もまた訂正を多く含み（図９） 、何より、野々村氏が浄書本とされたこの書には、 『素謡世々之蹟』にいう「徒歌といふ業出来し始めのさだ」の一条はない。 『能楽余論』 （外題）は、本 の項目の一部を抜粋し、注釈を大幅に加筆したもの 未完である（図
10） 。
　
本書冒頭の「附言」 （図５・６）は、 「橘園主人源栄足」則ち淺野栄足が記した序文である。 「付言」に続く本
文にも「淺野栄足誌」とあり、本書は序 文共に浅野栄足の自筆稿本である。内容 、以下の項目に分類 れており、 『素謡世々之蹟』にいう「徒歌といふ業出来し始めのさだ」は、 「素謡出来し始のさだ」に該当する。
能楽余論附言能といふ楽出来し始のさた能といふ名のよし能楽張行の事
　　
附田楽能芸の事
能楽舞台の事
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素謡出来し始のさだ能ノウ
楽カク
原始諸説のさだ
散サル
楽ガク
の異説
歌舞名物同異抄の説散サル
楽カク
といふ名 よし
能楽を猿楽と
称ヨブ
はひが言なるよし
或人の
書カケ
る独語といへる物にいへる説
　
なお、本書には栄足自身による多くの墨書訂正、付箋が加えられており、表紙見返しに張られた一紙（図４）
では、右の項目の内、 「能楽張行の事」は「能楽行ふ事のさた」に、 「能楽舞台の事」は「舞台の故よし」に、「素謡出来し始のさだ」は「徒歌の式の出来そめしさた」に、 「能楽原始諸説のさだ」は「能楽原始諸説の弁」に、 「或人の書る独語といへる物にいへる説」は「春台独語を読」に訂正されている。　
この書における栄足の主張で注目されるのは、第一に「猿楽」の呼称への批判である。 「能楽原始諸説のさだ」
には、 「雑劇の説は。荻生なにがしが書る。奈留倍志といふ物にいへる説なり。そも此説は。今の一曲を見立ていへる物なれば誤なり」 「よしや猿楽とも何とも 。そはむかしありけん優雑の戯わざにこそあれ。いはゆる能楽は吾皇国の能楽ぞかし 、 「
散サル
楽ガク
といふ名のよし」には「これの能楽の総名を。古くより
散サル
楽カク
としも称来しつ
れど。そ 当らぬ名なりけり」 「むか 能楽はじめて出来しころ。この能といふ名は。堂上の徒衆 のみ称呼せる事にて 世には此の能といふ名の聞えはたらねば。たゞ昔よりいひ馴す猿楽の名のあ まゝに 能の総名をも
六六
俗人は猿楽と。かりそめにあだ名せしを。世々に唱へ来し物なるべし」と記す。そして「能楽を猿楽と
称ヨブ
はひが
言なるよし」には、 「今よりは。何にまれ物に記さんには。能楽とこそ記さめ。はた総名を称んにも。然 なふべき也。こは強て事を好むにはあらず。元より然あるべき名にて。いはゆる秦曲などよばんよりは。俗にも目安く。はた今も昔にも。たがふまじくぞおもふ」と、 「能楽」の称を提唱しており、 「徒歌」と共に 」が栄足の創出語であった とが窺われ
る（７）
。
　
今一つ注目されるのは、謡曲が能に先行するという主張である。これについては、同じく謡を業とした岩井七
郎右衞門家四代岩井直恒が宴曲に関心 示していたことが想起されるが、栄足 能以前に曲舞や今様宴曲が溯ることを以て、 「もとは曲舞のみの謡曲なりしを、後に前後を制りそへて、全く今の一番の能 はなれりしなりけり（８）
」と述べ、 「謡曲」の正統性、根元性を説いている。
　
このように、本書は『素謡世々之蹟』 『徒歌授受伝』に並んで、素謡史を知る基本資料であると共に、近世中
期の文化史思想史の資料としても有用である。本稿では、この内「能楽余録附言」と「能といふ楽出来し始のさた」 「能といふ名のよし」 「徒歌の式の出来そめしさた」の本文のみを飜刻し、残 の項目 自注 ついて 他日を期す。　
なお、本書の加筆訂正の再現は煩雑を極めるため、訂正後の形を飜刻した。句点濁点については、原本表記を
踏襲したが、濁点表記がない加筆訂正部分については、私に濁点を付し 。　
次に参考として、浅野家蔵『家系図』 『家譜』 『浅野家年表 浅野家日記家代々花押』をもとに作成した浅野
家略系図を記す。
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①
栄ヨシ
茂シゲ
。浅野太左衛門尉源栄茂。初名政茂。童名太吉郎。剃髪シテ号橘園隆茂。天正六年二月十九日生。慶長二年一家創立。慶長十六年京五条坊門橋弁慶町ヘ移ス。万治二年十一月二十七日没。六條本国寺ニ葬。
②栄
次ツグ
。太左衛門 童名三太郎。元和四 生。貞享元年剃髪、号宗茂、以来隠居。元禄十年八月朔日没。
③栄
富トミ
。太左衛門。童名太蔵。寛文六年生。享保十六年四月三日剃髪。宗富。号宥軒。寛保元年十一月九日没。
④栄
貞サダ
。太左衛門 童名十太郎。若名利助 宗寿 宝永四年八月二日生。宝暦十一年八月九日没。
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⑤栄
長マス
。太左衛門。童名国次郎。宗善。延享三年八月生。宝暦十三年八月九日没。
⑥栄
充ミツ
。太左衛門。童名幾四郎。宗真。宝暦二年九月生。天明八年十月五日没。
⑦
廣ヒロ
明アキラ （アキ）
。太左衛門。童名大吉。若名利助。文化二年四月二十一日没。享年五十二。
⑧栄
足タリ
。太左衛門 童名常次郎。宗雲 天明二年八月八日生。天保五年七月十日没。
⑨栄
應タカ
。太左衛門 童名六造（蔵）
栄ヨシ
弘ヒロ
。栄広。宗圓。文政十年十月十八日生。安政六年正月四日没。
⑩栄
輝テル
。太左衛門 童名清次郎。栄應姉（吉見吉兵衛妻竹次）長男。常次郎 弘化三年 月十日生。明治三十八年三月十八日没
⑪
治ハル
義ヨシ
。山本藤九郎治道二男豹也。号豹斎 明治 年生 書画ヲ以テ家業トス 明治四 二 二十三 生昭和十九年三月十日没
⑫栄明。童名恵太郎。家業再興ス。
匡マサ
宣ノブ
ト改ム。明治三十八年一月二十五日生。
⑬
定ヤス
弘ヒロ
。昭和十一年十一月一日生。
⑭
篤アツ
義ヨシ
。昭和二十二年三月 七日生 家職継承
ⅰ栄忠。初代清左衛門。理兵衛。初栄清。法名宗 日清。元禄十六年八月十二日没。大坂高津中寺町円妙寺
葬。
ⅱ正次。清左衛門。初名 成 享保十八年正月廿一日没ⅲ栄
了ノリ
。清左衛門。太助 宗庫。安永八 五月十六 没
ⅳ近良。清左衛門。宗信 文化元年七月五日没。ⅴ貫道。清左衛門 幼名源太郎。
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【飜刻】
『徒謡授受伝』　
福王五代目福王茂兵衛盛親、後宗巴と号せし人は、観世左近忠親後黒雪齊暮閑と号せし人の甥也。福王家打続
早世し、家名既に断絶せんとす。依之
忠盛ヨシ
親
を以て福王家の女を娶り福王家を相続す。元来盛親謡道に妙を得た
り。盛親六十歳の時、隠居の願を立、息茂兵衛盛仍に家督相続させ、其身は剃髪し服部宗巴と改。服部氏は観世の本姓なれば也。京都江登り心侭に借宅住居せらる。宗巴父は、京都住服部
栖清ヨシカ
元
と云
人也。観世忠親は栖元の弟
也。依之京都観 屋敷裏門は今出川通大宮西江入、元北小路町北側也。其東隣の家屋敷を栖元譲請、宗巴宗碩智清迄持伝へらる 尤観世屋敷地西の内也。宗巴是に住居可有処、 並糸商売勝手の建 ユヘ外々に住居せらる将軍家光公御上洛の時、京中江御銀被下、町々 て軒役に割付頂戴仕、元北小路町切請取の連名書、巻物に致、町の帳箱に有。尤其連名に茂兵衛左近と弐名有之 上京の頃迄は京都 おゐても素謳など流行せず 適々興行あつてもたゞ能の所作なき迄の謡方にて、謡道の本儀 叶はず。依之謳道の本儀を伝へ、専ら素謳の謳方を教へらるゝによつて、日々夜々に素謡流行 今専ら風儀を慕ふ事、是全く宗巴中興開山といつつべし。然に宗巴は寛文十三丑年五月廿二 に六十五歳 て病死せらる。爰に宗巴の高弟 高嶋屋、名字は竹村氏、甚左衛門といふ人有。全く謡道鍛錬なる よつて、宗巴死後多くは甚左衛門江相続す。爰 おゐて宗巴追善とし 忌日二十二日を以て、延宝九酉年東山に於て月並に素謡 会興 す 是廿二日会の初り也。扨、宗巴息 家督相続後 中年に至り病死せらる。実子なき よつて舎弟茂兵衛盛信家督相続せらる。後、剃髪して服部 碩と号す。然れ
七〇
共、多病故、養子茂右衛門盛有に家督相続させ、其身は元禄六酉年三十四歳にて京都江隠居し、是又心侭に借宅住居せらる。時に廿二日会見聞有に、甚左衛門鍛錬の侭我意を出し、時の面白き事のみ専らとするの謂あり。宗碩甚心よか ず甚左衛門江度々異見を加へらるゝといへ共、用ひざるによつて、甚左衛門を勘当せら 。其時宗碩門人江申さるゝは、宗巴死後多くは甚左衛門江相続せる事なれば、甚左衛門江付なり共心任せにすべし。尤手前江付候者は、此連判状に名前書付印形すべしと 連判状を認めらる。其序文 曰く
　　
一札之事
一、竹村甚左衛門段々不届御座候ニ付、此度勘当被遊候儀、御尤千万奉存候。然上は、甚左衛門儀は不及申、甚左衛門に相随申弟子共ニ一切参会仕申間敷候。弥以門弟中申合諸事御指図堅相守可申候。仍如件。　　
元禄七甲戌年七月
　
福王茂兵衛様
　
同茂衛門様
連判状に名前を書、印形致す者、五十八 なり。甚左衛門江随候者は井上次郎右衛門、林喜右衛門 岩井七郎右衛門、此三人なり。尤も廿二日会は宗碩亡夫の追善なれば、寺町四条の道場金蓮寺 て月次会 勤らる。後 東山双林寺林阿弥江移す 其後甚左衛門は重病を受、末期に臨むで勘当容赦の挨拶を北野御前通普門寺和尚に憑む。尤右和尚は宗碩帰依之間によつて也。和尚挨拶に依て勘当をゆ さる。其時、甚左衛門代筆として甚左息孫之進より宗碩江の一札、左之通
　　
一札之事
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七一
一、拙者儀、永々蒙御勘当罷有候処、此度以普門寺様御詫奉申上候所、御聞届被遊、御免被成下候段、忝奉存候。然上 、向後於芸一道我侭ニ仕間敷候。御父子様御事御家之謡、一切陰沙汰仕間敷候。尤御門弟中共無隔諸事可申合候事。一、忰孫之進儀 織部様江被仰達 引廻し被遊可被下之旨、難有奉存候。弥御取持奉頼候。此上は無二心家之儀大切ニ仕、諸事為背御指図申間敷事。一、拙者弟子之内、已前貴公様 弟子ニ仕候分、此度相改弥御弟子ニ罷成候様、可 付 。就中嶋名太右衛門、田宮新左衛門両人 儀は先年依為浅野太左衛門弟子、彼方江返シ可申事、右条々親甚右衛門自筆ニ書認、判形仕 進上可申処、病気大切十死一生之体ニ罷有候間、為甚左衛門名代 私判形仕差上候。尤於私甚左衛門所存之通 毛頭違背仕間敷 若右条々之趣、少も相背候ハヾ父子共 蒙日本国中之神祇并氏神之御罸候。仍如件。　　
元禄十一戊寅年正月十六日
　　
竹村孫之進判
  福王茂兵衛様
孫之進宅に舞台を建、稽古能等を勤む。同音は右、井上、林、岩井等に謡はしむ。其仕癖によつて、今以京都にて観世流の能 は、右三人出勤す。爰に其比観世太夫の隠居に、十郎左衛門、後剃髪名周雪と号せし人有。芸術には達しけれ共、生得気随成 にて、公儀の勤をきらひ、子息分織部太夫治章、法名玄用と云に家督を譲り 京都江登り、 屋敷に住居せらる。治章ヨリ宗碩江、十郎左衛門後見并観世方門弟 又 京都の諸用向の世話を頼まるゝ故に 内隠 建の所江、宗碩夫婦共に引移ラる。十郎左衛門は稽古能 観世能等勤らる。
七二
同音は宗碩の門弟出勤する。十郎左衛門老年に至り、江戸江帰り剃髪し、周雪と改、其後病死せらる。其比左之一札有。
　　　
一札
一、私共儀、貴公様御弟子に御座候処、十郎左衛門様、去年十月御立前、何も御弟子分之連判仕候様にと被仰付候に付、其節 江御届申上候処、聞召被分候に付 何も連判致差上申候。然共、何も心底神以御如在仕候儀、無御座候。左様思召可被下候。為其如件。　　
宝永五戊子年十一月
　　　　　
中村六右衛門
　　 　　　　　　 　　　
岩井七郎右衛門
　　
林喜右衛門
　　
嶋名太右衛門
　　
井上次郎右衛門
　　
吉田七右衛門
　
福王茂兵衛様
宗碩は享保六丑年四月廿七日、六十弐歳にて病死せらる。宗碩室おそめ、後智清と号せし人は、生国は河州の人、同国顕照寺と云西本願寺御連枝の寺に勤居られしが、観世家江縁ある人故、宗碩室なきをもつて京都にて宗碩未茂兵衛といひし時、茂兵衛江嫁せらる。宗碩死後、剃髪して智清と号す。 死後、江戸両家の門弟并諸用
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七三
向の世話致さる。享保十五戊年、上京大火観世屋鋪も不残類焼す。当時入用無之故、表門斗建、地面は其侭也。智清は栖元より段々譲請の地面に普請し住居せらる。老年に至り観世家諸用向を辞し、片山伝七とて観世流太夫方有之に勤させらる。此伝七父は、片山九郎右衛門とて観世流太夫方成しが、伝七幼年の時病死す。其頃布袋屋、名字は阿佐氏、太左衛門とて、観世流太夫方慰にせられけるが、観世屋鋪焼失已前、観世屋鋪にて座敷能度々興行せらる。伝七 幼名庄之助と申せし時、右太左衛門に習ひ、右之座鋪能にも出勤す。十五六才之時、江戸江下り、治章息清親に習ひ、廿六七才之時、京都江登り太夫方を勤め 後、九郎右衛門と改。扨、智清は宝暦九卯年十月廿九日八十四才 て病死せら 福王家より隠居する人もなく、当時入用無之故 宅は引払ひ地面観世家江返弁す。元北小路町より当観世元章江片山九郎右衛門を以て申さるゝは 表側に候得ば 建家無之ては不叶。尤類焼已前のごとく、町並の普請な では不相成。併当 観世家より普請の世話 難被 侭、町中より普請可致、今年より十二年の間 地代無料 町中江借り請可 。其後は又々御相対次第に可致と也。元章より如何様共との返答故、町中より町並の建家とせらる。北小路町年寄は菱屋、名字は中川氏正有とて福王家門弟 て八十余才成しが 我等極老にて十二年 相対 可笑 一と被申しが、無程一両 の内に病死せらる。扨智清死去の翌年、福王家より廿二日会双林寺にて相勤むる事無用之旨申来る。其趣 元章被申は、月並に出会抔 相勤る事は惣躰無用之事也。右の趣の旨、廿 日連中は双林寺に候はゞ、可 勤 外々 候はゞ、出勤致間敷旨に付、会相休む。宗巴死去 智清死去迄八 七年に成。二十二日会 初 よ 宝暦十辰年迄八十年 して、先会退転。或人難じて曰、観世流謡板行の諸本を見るに、謡はれざる章付数多あ 印刻もす 程の事 るに 吟味 事とやい ん。先
七四
は初心の輩の為なるに謡はれる様に章付板行致たき物也。説て曰、按ずるに、最初印刻するの時、能書を撰むで板下を書しむ。手本とする事、本の章一字〳〵にはなくしてか様の章斗也。彼能書の謡は不案内なり。残りの章は如何せんと問 其余の章は不残真直に可付と。此故に今の姿と見ゆ。又改む 事 其利あるに似たれ共、先年山本長兵衛入道了泉と申者、江府江下り、観世織部太夫清親江願ふて曰、外百番之内 四五番当時用ひら 候と 、甚相違ある間、板行改度と申。清親の曰 其四五番に不限、相違を知度と思ふ者は師家江たよりを以て師家の者業とするの基と成也。本さへ求むれば相違をしるとする事、甚宜しからざる儀と答へら 。尤感ずるにたへざり。此清親は、当時謡の文句章付に不残改印刻致させられたる左近太夫元章の父也。『能楽余録』能楽余論附言　
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万芸。一通りよく極ても。又もるゝ所あり 此能は。天地の間に具足せる。萬物諸道の肝実。ひとつとして。もるゝ事なく。悉く皆これ 人の師也と御感 ける也。逆徒を退治し。国家をしめす吉例 舞なれば。則是を能と号す。能則善なり。善則能也 故に藝にはあらず 能
ノ
頂上と。是を号す。云々。と見えたり。
　
おほくは東山殿の
時トキ
代ヨ
に制りし能多ければ。その代の
時テフリ
勢
の然らしむるところ成べし。もとも夫より。前に出
来し能もあなれど。そのかみ応仁の乱
レ
ばかり。天下すべての物ごと。亡び失し事は。むかし今きゝもしらぬ。
浅ましき世の乱にぞ有ける その世しも。今の大御世の如き時代ならましかば 謡の文語も。何にうるはしく。めでたからましを。其ころの
時テブリ
風
にては。是ばかりの事も。
甚イト
めづらかにこそは有けれ。
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観世十五代元章ノ
大ウ
人シ
は。傑出の大人にて。
一イツ
己コ
の精力を以て。おほくの謡の誤をしも。ひろく考へ。正し改
めたまひしは。まことにかたき大業にて。そが功。いともいとも
多サハ
なりけり。然るに元章大人。身まかり給ひし
後。此を用ゆる事止にしは。
甚イト
イ々ト
ほいなき事にぞある。時のゆけらぬ事は。せんすべもなき事也けり。何の事
も。時の勢ひといふ物によるぞ いとあやしき。○
徒スウ
歌タヒ
出来し始のさだ
　
今の世に。徒歌とて。人みなのもてはやす事は。やうやく百四十年あまり。こなたの事也けり。其はじめは。
観世九代。左近ノ大夫。忠親ノ
大ウ
人シ
の弟に。服部の
栖スミ
元モト
といふ人いましき。そが息盛親なる人は。福王氏。五代
の嗣となりまして。
末ワ
正キ
を業としましき。
　
爰に盛親ぬし。かねて隠居の望まして。よはひ 十といふころ。東の
大オホ
城ギ
の
御ミ
元モト
へ。そがあらまし聞えあげ。
乞コヒ
のみ奉りおはしゝに。かしこくも
御ミユ
免ルシ
をかふむり。録を世々にし。そが息
盛モリ
仍ヨリ
ぬしにたび給ひければ。盛親ぬ
しは。かたの如く望かなひてし
御ミ
よろこびを聞えあげ。やがて京になん住たまひける。時は寛文八年の事にぞ有
ける。　
夫より名をも服部宗巴とあらためつきぬ 宗巴本より謡曲のわざにあ しく妙なりければ。あらたに
徒スウ
歌タヒ
とい
ふ事を。うたひそめられけり。其ころ では 今の如く 謡一番ながらを
徒スウ
歌タヒ
にうたふ事はなくて。そはたゞ能
囃子にうたふのみの事にて有 るを。宗巴ぬ の時に至りて天下の謡曲一変して再び新たなるが如し すべて此業ワザ
の
皇スメ
国ラクニ
に。いゆき渡らぬ
隈クマ
もなく。行はるる事と成にしは。おほむね是ぞ始には有ける。さればこれの業。年
八〇
月いやましに。人皆もてはやしつゝ。今もそがあとを
学ナラ
ふ事は。全く宗巴ぬしの。たまものにぞ有ける。まこと
にそが さを
多サハ
なるかも。いま国々に徒歌をもて。
業ナリ
の
基モトヰ
とせる
徒トモ
衆ガラ
。みな宗巴ぬしの
霊ミタマ
の
恩フユ
によれる物にしあ
なれば。
宣ウベ
もたふとみ仰がざらめやは。
　
然に宗巴ぬしは。延宝元年。五月廿二日といふに。身まかりたまひぬ。爰に竹村甚左衛門定勝といふ者ありけ
り。はじめ吉村七右衛門といふ者に。謡曲 ならひて 岸喜大夫が助声となりて。小川庄右衛門
徳ノリ
之ユキ
と。ともに
紀伊侯の。御扶持たまはりしが。致仕してのちは。服部ノ宗巴ぬしの
弟ヲシ
子ヘコ
となりて。徒歌を以て家の
業ナリ
としけ
り。そのかみ世に時めけり。爰に天和元年。正月廿二日東山双林寺。林阿弥といふ寺院にして。徒歌の会を設く。名づけて。服部ノ宗巴ぬしの。
追ツイ
薦セン
といふ。すべて世に徒歌の出会といふ事は。これが始になん有ける。か
くて定勝が名。弥ます〳〵高く盛なりにけら 。 （中
略
）（（
（
）
そが中には。まけじ魂の人もありて。其ころ宗巴ぬし
の子に茂兵衛盛信と言あるを。しひて隠居せ せ 前の宗巴ぬしの跡を継 かたの如くもはら勤つゝこれの業再び世に盛なりけ 然るに定勝は。己が
伎ワザ
に誇り。所につけて。吾はと思ひあがり。己がこゝろにまかせて。
かにかく時の興あらん事のみを
全モハ
らとはしたりけり。かやうの事にてぞ。上べは
甚イト
よき中の。さすがに盛信ぬ
しとは
間ヒマ
ありける。されば盛信ぬし。是らのふさはしからぬ事ら。より〳〵定勝にいさめられしかども。定勝は
かねて盛信とは。中らひよからざれば。と にも承引ずて有ける 盛信いたくいきどほりを発して。つひに定勝を。勘事せられける社すべ けれ。これ元禄七年 七月のこと ぞ有ける　
かくて盛信ぬし。元禄十年は。故宗巴ぬしの廿五回諱なれば。そが徒衆を集へて 。洛北報恩寺に
て。追薦の徒歌をつ む。また同年八月廿二日 京極金蓮寺慶松庵
徒スウタヒノ
歌
会を張行す。さても定勝は。勘事
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せられてより。
何イツ
しか四年ばかりの年次を経て。元禄十年の秋の頃より。病にふし。その年も暮て。おなじく
十一年の春。正月ばかり。病いよゝおもりかなりければ。とかくの事ども。思ひめぐらしつゝいにし怠りをもおも出て。盛信に今迄の勘事許されんが為に。北野のほとりなる。普門寺といふ寺の主僧をして。其よし盛信の許へ。今までの勘事ゆるされん を 願ふ しを ひたすら頼わたりぬ。主僧。盛信もまみえ。彼があやまちを悔るおもむきを宣られけ ば。盛信。もだしがたき筋なれば。今はとて勘事 おもひゆるされけり さ のち勘事ゆるされて 盛信へ 定勝より。三條の
怠
オコタリ
状ブミ
をぞさゝげける。時は元禄十一年。正月十六日の事になん有け
る。かくて定勝は。おなじ月 十九日といふに 遂に身まかりぬ。其後盛信。元禄十六年正月。東山双林寺。林阿弥に会を移し。是より月ごと闕る事なか き 此に正徳二年。二月廿三日竹村孫之進益純。上皇仙洞にて。徒歌また仕舞 囃子を
奏
ツカヘマツ
りぬ。おなじく五年。三月十二日。仙洞上皇。服部宗碩に仰ごとありて。関寺小町の徒
歌をめし聞せ給ふ。これら昔に 聞ざりし誉 り。そのかみ人皆めでとよみ
ぬ
）（（
（
。然るに孫之進益純は。享保五
年。二月五日。病して終に身まかりぬ。　
さて翌年の四月廿七日といふに。宗碩も。身まかられぬるぞあえなき。いにし寛文八年。宗巴ぬし隠居せられ
てより。宗碩身まかられぬ までは。五十四年の春秋をなん経たる。宗巴ぬし世 なくな 今百年の後 いへど。これの業の いよゝ す〳〵昌に伝へ来ぬる事は。またく宗巴ぬしの
頼ミタマノフユ
恩
のちはへましたまふ。物にやあら
んと。甚たふとくなん。世の徒歌の業を勤み る徒衆うべ疎にな思ひそ　〔付記〕浅野太左衛門家に伝えられてきた資料一括は、二〇一二年浅野家より公益社団法人京都観世会に寄贈
八二
され、京都観世会浅野文庫と名付けられた。浅野篤義氏と京都観世会のご英断に敬意を表したい。文庫調査にあたっては 片山九郎右衛門氏、河村晴久氏、ならびに京都観世会のご高配を得た。記して感謝申 上げる。なお、校正中、 『観世』昭和七年九月号から昭和八年十二月号にかけての連載に、三品頼直氏による翻刻「能楽餘録」があるのを知った。これは本稿で『能楽余録（外題） 』と呼んでいる別本の翻刻である。両本の関係については本稿でも少し触 たが、詳しくは を改めたい。
注（１）
　
拙稿「素謡京観世続貂――井上次郎右衛門家を中心に──」 （ 『神女大国文』十号、一九九九年） 。
（
２）
　『大観世』一九二五年三月～一九二六年四月（ 『能楽古今記』春陽堂、一九三一年収録） 。
（３）
　
野々村戒三「 「素謡世々の跡」と其の著者」 （ 『近畿能楽記』大岡山書店、一九三三年） 。
（４）
　
注③前掲論文
（５）
　『素謡世々之蹟』 （ 『庶民文化史料集成』第三巻、三一書房） 。
（６）
　
注③前掲論文
（７）
　
滝沢解（曲亭馬琴）に『能楽考』 （文化十三年）がある（拙稿「能楽の呼称」 （京都観世会発行『能』三八七号、
一九九〇年八月）が、本書は成立年不明ながら、文化十五年の佐々木春行識語の『素謡世々之蹟』に遡ることからも、能楽の呼称は浅野栄足が提唱したものと思われる。但し、 「能楽」の呼称が能と狂言を総括する名称として通用するようになったのは、 『講座
　
能・狂言』第一巻「能の歴史」が指摘するように、岩倉具視の意を受けて明治
十四年に能楽社が結成された頃にまで下る。なお、 「能楽社設立之手続」に「前田斉泰ノ意見ニテ、猿楽ノ名称字
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面穏当ナラザルヲ以テ能楽ト収称シ、因リテ能楽社ト名付」とあり、前田斉泰（加賀藩十三代藩主）の撰になる『能楽記』 （明治十四年、金沢市立玉川図書館加越能文庫蔵）に「今定曰能楽」と記されることなど、能楽の語の流通における前田斉泰の尽力については、西村聡氏執筆の「金沢能楽会の百年」 （ 『金沢能楽会百年の歩み
　
下』金沢
能楽会発行、二〇〇一年）に詳しい。
（８）
　『能楽余論』 （外題）では、 「今の能楽の本の根ざしは曲舞にて、いはゆる謡曲なり」と表現される。
（９）
　
欄外に栄足筆にて、〇「おのれ栄足、家の業として此の流を汲をるとはいへども、いと末が末とある
生トモ
徒ガラ
にし
て、かくやうの書
著アラハ
はさむは、誠におふけなく汗あまる心ちすなれど、道の為には何らの事をも得思はで
勤イソシ
むなり
けり。 」とある。
（
10）　
以下数行分「旧記 見えたり。かくの如はやくより今 能は出来にけれど、幾ほどもなく清次のうし身まかり給
ひしかば、おほかたは二代元清大人の手に出し能多かりけり。また」が、修正の上、最終的に削除。
（
11）　
割注に「秦曲は能楽をいふ。此事。既に神歌考にいへり」 。
（
12）　
割注に「元章ノ大人曰。今此類を蘭曲といふ。抑蘭曲、優曲、閑曲といふは。至れる上に此三の姿ある事にて。
うたふ人を外より称美せる詞なり。然 を俗に蘭曲をうたはんなどいふ事。あるべからず。故に独吟 曲と題せり。云々」 。
（
13）　
墨滅等によって判読困難。図版７参照。
（
14）　
割注に「翌年
今年享保と改元
。七月十一日。観世十三代織部滋章大人。身まかりたまひぬ。然に孫之進は。此大人の忌日。
十一日を以て。徒歌の会日とさだめ。月ごと闕る事なし。是より宗碩。孫之進。二ツの瓜の如くにして。徒歌 業ます〳〵世に昌也しなり。
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